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1980年 9月 7日

同年 10月 26日

同年 111月 24日

同年 12月 21日

1981年 5月 22日

こ の 1年 の 歩 み

神 谷 和孝 宅 に お い て USDM
会 を開 き、新歴 史 研 究 サ ー タ

取 り決 め る

Z l

APク ラ プの 総

ル結 成 の 方 針 を

メ

訪探史陽備

同年  4月 26日

同 年
`6月

28日

同年 10月 25日   第 5回 史 跡探 訪 会 を開 催 、蔵 王 山 に登 り、
・
山

中の 朝鮮 式 山城 の遺 構 を調 査 す る :

第 1回 史 跡 見 学 会 を 福 山 市 輛 町 に 開 催 す る 。

法 宣 寺 、医 王 寺 、保 命 酒 店 中 村 家 、 沼 名 前 神

社 を 見 学 す る 。

第 2回 史 跡 見 学 会 を福 山 市 声 田 町 に 開 催 す る。

有 地 氏 の遺 跡 (国 竹 城 跡 、 大 谷 城 跡 、 本 安 寺

相 方 城 跡 )を 見 学 す る 。

昭 和 55年 度 納 会 を 甲 戸 和 典 氏 宅 に て 行 な う。

第 3回 史 跡 見 学 会 を 福 山 市 駅 家 町 に 開 催 す 乙

蛇 円 山 登 山 、 石 畳 神 社 、 大 迫 古 墳 を 見 学 す る。

新 サ ー タルの 名 称 を「 備 陽 史探 訪 の 会」 とし、

此 の 日神 谷氏 宅 に お い て発足 式 を行 う。

第 4回 史跡 探 訪 会 を開 催す る 。

岡 LL県 備 前 市 の備 前焼 作家榊 原  貢 氏 の窯 場

を見学 す る 。
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史 跡 /散 歩 ― 赤 坂 町 ―

美  之

去 9月 、 井 川 博 文 君 は 赤 坂 町 加 屋 の 山 中 に お・い て 弥 生 時 代 の も

の と思 わ れ る 石 の 矢 じ りを 発 見 し ま し た 。 そ こ で 、 今 回 は 彼 の 発

見 に ち な ん で 赤 坂 町 を取 りあ げ て み ま し た 。

大 体歴 史 の 記述 は縄 文 時代 か ら始 ま り ます が 、残 念 なが らこの

町 か らは 縄文 の遺 跡 は ま だ 見 つか つ て い ませ ん 。 しか し 、そ の次

の 弥 生 時 代の もの は「 カロ屋 遺跡 」 と言 つ て大 規 模 な もの が存 在 し

ます 。 この遺跡 は済美 中学 校 の裏 山に 所 在 し 、石 器 や 土 器 が 出土

して い ます 。 この遺 跡 か ら西 に尾 根 を歩 い て行 く と古墳 時 代 の

「 加屋 古墳 群」 が あ ります 。時代 の古 い箱 式 石 棺 か ら新 しい横 穴

式 石 室 の もの ま で 多数 存 在 します 。 中 で も、「 スペ リ石 1号 墳 」

は 市 史跡 に指 定 された 巨 大 な横 穴 式 古 積 です 。

この 古墳 か ら眼 下 に小 山 の よ うに 見 え るの が有 名 な「 イ コー カ

山 古墳 です 。未 発 掘 です が 円筒 ハ ニ ワが め ぐつ てい ます 。以 前 は、

墳 上 に大 松 がそ び え て い たの です が 、数 年前 の 台 氏 で たお れ て し

ま い ま した 。 中世 に入 る と赤 坂 八幡 社 、 イ コー カ山 に宝 き よ院 塔

が 残 つ て い ます 。共 Ft室 町時 代 の 優 品 です 。 この 八幡社 の境 内 か

ら南 を望 む と、戦 国時 代 の川 上山 城 跡 が そ び え て い ます 。村 上方ロ

賀 守 秀 成 が 寛 和 年 申に築 さ、 11代 目河 内 守 則 定 ま で代 々居 城 し

た と伝 え る もの で 、山 頂 に 削平 され た 由崎 の跡 が 残 り、 あ りし 日

の姿 を と どめ てい ます oこ の外 、 ま だ 多 くの 史 跡 が あるの です が

紙 面 の 都 合 で 割 合 させ て い た だ さま す . (お わ り )

(編 集後 記 )冬 は史跡 散歩 の季節 です 。本 会では よ り良い 活動

をめ ざ してお ります 。 ど うか どし ど し御意 見 、御希望 をお 寄せ 下

さい。又 、会員募集 中です 。入 会希望 者 は下 記 ま で連 絡 下 さい 。
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